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『
市
民
図
書
館
10
周
年
記
念
』

▼
平
成
元
年
４
月
〜
７
月

・
市
立
図
書
館
建
設
調
査
委
員
会
発
足

▼
平
成
元
年
９
月

・
新
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
市
民
代
表

と
の
懇
談
会

▼
平
成
３
年
11
月

・
第
１
回
図
書
館
建
設
懇
話
会
（
市
民

代
表
20
人
含
）
を
開
催

▼
平
成
４
年
４
月

・
図
書
館
建
設
準
備
室
設
置

・
第
１
回
図
書
館
建
設
委
員
会
開
催

▼
平
成
５
年
５
月

・
設
計
者
（
寺
田
芳
朗
氏
）
と
の
設
計

協
議
開
始

▼
平
成
５
年
６
月

・
図
書
館
づ
く
り
伊
万
里
塾
開
始
（
以

降
２
月
ま
で
８
回
開
催
）

▼
平
成
５
年
９
月

・
九
州
沖
縄
図
書
館
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

図
書
館
の
あ
ゆ
み

平
成
７
年
７
月
７
日
、
伊
万
里
市
民
図

書
館
は
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
気
軽
に

利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
生
涯

学
習
や
文
化
活
動
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
『
伊
万
里
を
つ
く
り
　
市
民
と
と
も
に

そ
だ
つ
　
市
民
の
図
書
館
』
を
旗
印
に
誕

生
し
ま
し
た
。

そ
の
誕
生
ま
で
に
は
、
市
民
と
行
政
が

と
も
に
学
ぶ
『
図
書
館
づ
く
り
伊
万
里
塾
』

の
開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
へ
の

聞
き
取
り
調
査
、
市
民
代
表
20
人
に
よ
る

図
書
館
建
設
懇
話
会
な
ど
が
何
回
も
行
わ

れ
、
市
民
の
た
め
の
市
民
図
書
館
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
市
民
と

行
政
が
と
も
に
汗
を
流
し
、
知
恵
を
出
し

合
う
『
協
働
』
の
姿
勢
は
、
開
館
か
ら
10

年
た
っ
た
今
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
開
館
を
記
念
し
た
７
月
に
行

わ
れ
る
図
書
館
☆
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
開

■
市
民
と
と
も
に
成
長
す
る

こ
ん
な
に
も
市
民
図
書
館
と
い
う
名
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
う

図
書
館
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

開
館
当
時
、
市
民
図
書
館
は
、
市
民
と
の
『
協
働
』
で
つ

く
ら
れ
た
市
民
の
た
め
の
図
書
館
と
し
て
全
国
の
注
目
を
浴

び
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
10
年
の
歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
『
協
働
』
の
姿
勢
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
ま

さ
に
市
民
と
と
も
に
図
書
館
は
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
を
振
り
返
り
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
歩
ん
だ
10
年

図
書
館
は
市
民
と
育
つ

特集
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で
市
民
参
加
の
事
例
発
表

▼
平
成
６
年
２
月

・
図
書
館
建
設
起
工
式

・
敷
地
を
歩
く
会

（
市
民
２
０
０
人
参
加
）

▼
平
成
６
年
10
月

・
図
書
館
建
設
施
設
中
間
見
学
会
開
催

（
市
民
60
数
人
参
加
）

▼
平
成
６
年
11
月

・
市
民
参
加
で
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
視
察

▼
平
成
７
年
７
月

・
伊
万
里
市
民
図
書
館
落
成
式

▼
平
成
７
年
10
月

・
九
州
沖
縄
図
書
館
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
延
べ
４
０
０
人
が
参
加

▼
平
成
８
年
５
月

・
貸
出
し
50
万
点
を
達
成

▼
平
成
８
年
７
月

・
開
館
１
周
年
図
書
館
☆
ま
つ
り
開
催

（
以
後
毎
年
開
催
）

▼
平
成
９
年
４
月

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
図
書
館
だ
よ
り
放
送
開
始

▼
平
成
９
年
５
月

・
貸
出
し
１
０
０
万
点
を
達
成

架
室
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
お
話
し
会
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
そ
の
活
動
の
輪
は

更
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
７
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
図
書
館
設
置
条
例
で
『
伊
万
里
市
は
、

す
べ
て
の
市
民
の
知
的
自
由
を
確
保
し
、

文
化
的
か
つ
民
主
的
な
地
方
自
治
の
発
展

を
促
す
た
め
、
自
由
で
公
平
な
資
料
と
情

報
を
提
供
す
る
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
、
伊
万
里
市
民
図
書
館
を
設
置
す
る
』

と
し
て
い
ま
す
。『
民
主
的
な
地
方
自
治
』

つ
ま
り
市
民
が
主
役
で
あ
る
伊
万
里
市
を

つ
く
り
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が
図
書
館
の

役
割
で
あ
る
と
条
例
で
宣
言
し
て
い
る
の

で
す
。
図
書
館
は
、
こ
の
条
例
の
と
お
り

開
館
か
ら
こ
れ
ま
で
市
民
を
主
役
に
市
民

と
と
も
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
と
と
も
に
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力

と
な
っ
て
く
だ
さ
い

波多津町浦

筒井　 さん

開館10周年おめでとうございます。
平成７年４月初旬、旧図書館より引越し

して館内は大混乱中、５月末の奈良県斑鳩
町からの視察を皮切りに７月７日の開館後
は、全国各地より連日の視察・見学に追わ
れたころが懐かしく思い出されます。菅原
先生と設計の寺田さんのコンビによる「芸
術品の誕生だ」と図書館に関心を持つ日本
中の人たちから注目されていたことを知っ
た時、そんなにすばらしい図書館建設を決
断してくださった当時の関係者に感謝の念
でいっぱいでした。
それから10年、市民との協働で、お年寄

りから子どもまで楽しく学べる広場として、
図書館フレンズいまりやボランティアの皆
さんに支援され、文化芸術の中核としての
活気ある図書館になっていることは、伊万
里市のすばらしい財産だと誇りにしたいも
のです。市域の広さから全域平等のサービ
ス面での課題もありますが、今後も関係者
の努力により全市民から愛される図書館サ
ービスをめざして、市民とともに文化のま
ちづくりの原動力となっていくことを祈念
いたします。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
対
応
す
る

か
。
図
書
館
は
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
用
意
し
、
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
、

利
用
す
る
皆
さ
ん
の
調
査
・
相
談
の
援
助

を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
日
常
生
活
や
仕

事
上
で
、
疑
問
を
持
っ
た
り
、
調
べ
方
が

わ
か
ら
な
い
と
き
な
ど
、
市
民
図
書
館
の

資
料
や
他
館
か
ら
の
借
受
資
料
の
提
供
、

専
門
機
関
へ
の
照
会
や
問
い
合
せ
、
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
情
報

の
提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
度
（
初
代
館
長
）

図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
多
く
の
皆
さ
ん

の
目
的
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
人
生
の

滋
養
と
な
る
読
書
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
や

教
養
、
仕
事
や
研
究
を
支
え
る
情
報
収
集

な
ど
。
図
書
館
は
資
料
の
提
供
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
を
確
か
め
、
生
涯

学
習
の
場
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。「

子
ど
も
が
本
を
読
ま
な
い
ま
ち
に
未

来
は
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
事
が
い
っ
ぱ
い
の

今
、
子
ど
も
と
本
の
出
会
い
に
は
大
人
の

仕
掛
け
が
必
要
で
す
。
３
か
月
の
乳
児
に

■
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
い
ろ
い
ろ

◆
自
分
を
確
か
め
る
生
涯
学
習
の
場

◆
子
ど
も
と
本
と
の
出
合
い
を
サ
ポ
ー
ト

落成式に特別参加した大坪
保育園児による太鼓演奏

◆
仕
事
を
支
え
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
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左
か
ら
、

町
永
昭
子
さ
ん

（
現
在：

福
岡

市
）、
栗
原
久
美

さ
ん
（
立
花
台

４
丁
目
）

雨
が
降
り
そ
う
な

の
で
子
ど
も
た
ち

と
ビ
デ
オ
を
借
り

に
来
ま
し
た
。
今

は
娘
と
ス
ヌ
ー
ピ

ー
を
観
て
い
ま
し

た
。
息
子
は
隣
で

ド
ラ
え
も
ん
か

な
。『
お
は
な
し

０
１
２
』
も
毎
週

利
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

絵
本
を
手
渡
す
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
は
じ

め
、
乳
幼
児
向
け
『
お
は
な
し
０
１
２
』、

保
育
園
や
学
校
と
の
連
携
、
ヤ
ン
グ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
添
っ
て
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
び
、
先
人
の
知

恵
に
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
す
必
要
性
を

感
じ
た
こ
と
が
伊
万
里
学
の
起
こ
り
で

す
。
伊
万
里
を
知
り
、
よ
り
よ
い
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、『
伊
万

里
学
コ
ー
ナ
ー
』
を
は
じ
め
、
歴
史
・
自

然
・
行
政
な
ど
に
関
す
る
資
料
、
他
県
市

の
事
例
な
ど
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。図

書
館
に
は
２
台
の
自
動
車
図
書
館

『
ぶ
っ
く
ん
』
が
あ
り
、
保
育
園
や
小
学

校
、
公
民
館
な
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
69

か
所
巡
回
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
か
ら
遠

く
に
住
ん
で
い
る
人
へ
も
気
軽
に
利
用
し

て
も
ら
う
よ
う
に
本
を
届
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な

し
会
を
行
い
、
物
語
の
楽
し
さ
も
い
っ
し

ょ
に
届
け
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
資
料
は
一
朝
一
夕
に
は
そ
ろ

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
何
年
・
何
十

年
と
か
け
て
資
料
を
収
集
し
、
構
築
し
て

市民図書館配置図 伊万里学
研究室

伊万里学
コーナーヤング

コーナー

新聞雑誌
コーナー

成人開架室
子ども開架室

事務室

展示・会議室ホール

イラストや小説な
どの編集をしてい
るサークル『パパ
ラッチ（笑）』のメ
ンバーです。毎週
土曜日に図書館で
活動しています。
今日は時間があっ
たので、ちょっと
インターネットを
観ていました。

こんな感じの図書館の利用もあります

図書館の利用の仕方は人そ
れぞれ、自分にあったスタ
イルで！

▼
平
成
９
年
10
月

・
日
本
図
書
館
協
会
建
築
賞
を
受
賞

▼
平
成
９
年
11
月

・
福
祉
喫
茶
『
あ
お
ぞ
ら
』
オ
ー
プ
ン

・
本
田
哲
也
氏
（
絵
本
作
家
）
講
演
会

と
原
画
展
『
自
然
体
験
と
絵
本
づ
く
り
』

▼
平
成
10
年
４
月

・
草
市
潤
氏
（
作
家
）
講
演
会

『
父
哀
浪
を
語
る
』

▼
平
成
10
年
８
月

・
原
ゆ
た
か
氏
（
絵
本
作
家
）
お
絵
描

き
講
座

▼
平
成
10
年
12
月

・
村
田
喜
代
子
氏
（
作
家
）
講
演
会

『
小
説
の
嘘
と
真
実
』

▼
平
成
11
年
３
月

・
貸
出
し
２
０
０
万
点
を
達
成

・
千
竈
八
重
子
氏
（
大
分
県
鬼
ヶ
島
文

庫
主
宰
）
講
演
会

『
図
書
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

▼
平
成
11
年
７
月

・
『
第
１
回
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ

ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
開
催

▼
平
成
11
年
９
月

・
古
川
薫
氏
（
作
家
）
講
演
会

『
歴
史
小
説
の
お
も
し
ろ
さ
』

▼
平
成
11
年
10
月

・
高
樹
の
ぶ
子
氏
（
作
家
）
講
演
会

『
女
性
と
文
学
』

▼
平
成
12
年
３
月

・
文
化
講
演
会
　
今
泉
今
右
衛
門
氏

（
陶
芸
家
）『
や
き
も
の
と
私
　
心
』

▼
平
成
12
年
４
月

◆
ま
ち
づ
く
り
は
図
書
館
か
ら

◆
あ
な
た
の
町
へ
本
を
届
け
る

◆
情
報
基
盤
と
し
て
の
図
書
館

※このサークル紙はヤングコーナーにおいてあります
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図書館は日々成長するという。図書館自体
のたゆまない意思で力を蓄える、それもある
が、多くは利用者のニーズにどう応えるか、
苦労しながら成長していく。これが本来の姿
である。市民図書館のこの10年をふりかえ
ると、そんな感じがぴったり当てはまる。よ
くぞ市民の皆さんは図書館をここまで育てて
くださった、そういう思いがするのである。
開館当時、国内でトップクラスの建物と運

用システムが注目され、全国から毎日のよう
に視察が相次いだ。市民図書館はいわばピカ
ピカに輝いていた。そして今、資料貸出、レ
ファレンス、施設利用は群を抜く。またボラ
ンティアの活動拠点としても常に注目を浴び
ている。市民の皆さん自身が心をうるおすオ
アシスとして十分に利用してくださっている
のである。
市民図書館の光り方はここまでくるともう

ピカピカではなく「燻
いぶ

し銀」の重厚さという
ほかはない。このような市民図書館の成長の
軌跡は、市民の皆さんの文化的希求の高度化
によってもたらされた、ということになる。
有り難いことだと思う。10歳になった市民
図書館、本当におめでとう。

来
週
か
ら
テ
ス
ト

が
始
ま
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
や
夏
休

み
な
ど
、
友
だ
ち

と
い
っ
し
ょ
に
図

書
館
で
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
座
れ
る
テ
ー

ブ
ル
や
色
ん
な
本

が
あ
っ
て
、
と
て

も
便
利
で
す
。
総

合
学
習
で
伊
万
里

に
つ
い
て
調
べ
る

時
の
グ
ル
ー
プ
学

習
な
ど
に
も
利
用

し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

明
日
、
大
坪
小
学
校

２
年
生
の
分
会
行
事

で
保
護
者
と
子
ど
も

た
ち
で
マ
グ
カ
ッ
プ

や
皿
に
絵
付
け
を
行

い
ま
す
。
絵
付
け
の

参
考
に
な
る
本
を
借

り
た
り
、
子
ど
も
た

ち
の
名
簿
の
作
成
や

班
分
け
な
ど
の
準
備

も
図
書
館
で
全
部
で

き
ま
し
た
。

市
民
に
育
て
ら
れ

成
長
し
た
市
民
図
書
館

10
歳
お
め
で
と
う

南波多町井手野
小嶋　一郎さん

平
成
８
年
〜
11
年
度
（
２
代
目
館
長
）

い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
市
民
の
知

的
財
産
で
す
。
そ
の
資
料
群
は
書
庫
に
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
半
が
２
階

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ロ
ア
の
書
庫
は
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
を
手
に
と
っ
て

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
資
料
提
供
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
集
会

活
動

図
書
館
は
、
皆
さ
ん
の
知
的
欲
求
を
満

た
す
た
め
の
場
所
の
提
供
も
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ホ
ー
ル
で
の
講
演
会
や
映
画

の
上
映
会
。
会
議
室
を
利
用
し
て
、
俳
句

会
や
短
歌
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
や
勉
強
会
の
後
に
は
、
講
演
者
の

著
作
物
な
ど
、
そ
れ
に
関
連
し
た
資
料
の

閲
覧
・
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【啓成中学校
３年生】

左から
岩橋沙貴さん
黒川　恵さん
蒲生優香さん

こんな感じの図書館の利用もあります

【
大
坪
小
学
校
２
年
分
会
役
員
】
左
か
ら

山
村
純
子
さ
ん
（
栄
町
）、
仲
尾
三
保
子
さ

ん
（
柳
井
町
）、
山
下
由
紀
さ
ん
（
下
古
賀
）

・
黒
川
公
民
館
図
書
室
オ
ー
プ
ン

▼
平
成
12
年
６
月

・
第
３
回
絵
本
学
会
大
会
開
催

記
念
講
演
太
田
大
八
氏
（
絵
本
作
家
）

『
絵
本
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
　
絵
本
の
表

現
の
可
能
性
は
ど
の
よ
う
に
発
達
し

て
い
く
か
』

・
公
共
建
築
協
会
優
秀
賞
受
賞

▼
平
成
12
年
９
月

石
牟
礼
道
子
氏
（
作
家
）
講
演
会

『
水
俣
に
生
き
て
』

▼
平
成
12
年
10
月

池
田
賢
四
郎
氏
（
詩
人
）
記
念
講
演

『
遠
く
て
近
い
伊
万
里
の
文
学
』

▼
平
成
12
年
12
月

・
石
垣
り
ん
氏
（
詩
人
）
講
演
会

『
詩
を
書
く
こ
と
生
き
る
こ
と
』

▼
平
成
13
年
３
月

・
貸
出
し
３
０
０
万
点
を
達
成

▼
平
成
13
年
４
月

・
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム
稼
動

▼
平
成
13
年
８
月

・
『
い
ま
り
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
』

若
芝
亮
氏
（
伊
万
里
高
等
学
校
教
諭
）

・
松
山
幸
雄
氏
（
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
講
演
会
『
国
際
時
代
と
日
本
人
』

▼
平
成
13
年
10
月

・
撫
尾
晴
明
氏
（
九
州
龍
谷
短
大
名
誉

教
授
）
講
演
会
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と

日
本
人
の
ユ
ー
モ
ア
』

▼
平
成
14
年
１
月

・
池
田
龍
雄
氏
（
画
家
・
伊
万
里
出
身
）
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毎年7月になるとオープニングの感動を思い出し
ます。あれから10年の歳月が流れました。
現在、蔵書は28万冊、利用カードを持っている人

は45,000人、年間で市民一人当たり8冊の利用があ
ります。市立図書館の時代と比べて利用冊数は約10
倍、調べものなどのレファレンスはなんと100倍以
上です。また、図書館を側面から支えて下さる方も
増えました。『図書館フレンズいまり』をはじめ『お
はなしキャラバン』、対面朗読の『草ひばり』、布の
絵本制作の『てんとう虫の家』、点字の『きつつき」、
昔話収集の『三○会』、そして庭の草刈で汗を流され
る『古伊万里ライオンズ』の皆さんです。
このことはいかに市民のだれもが図書館を求めて

いたかを何よりも強く示すものと受け止めています。
図書館の基本計画に関わっていただいた菅原峻氏は
全国の図書館を①本物の図書館②図書館という看板
の下がった役所③無料の貸本屋の３つに分け、しか
も最初は①であっても②③化していくケースが珍し
くないと述べています。（雑誌：アミューズ2000.1）
市民との協働も本物の図書館だからこそ行われる

ものです。今、国の内外にあって激動の時ですが、
真に豊かな暮らしを実現していくには生涯にわたっ
ての自己学習が欠かせません。市民の自己学習を保
障する本物の図書館を、今もこれからも市民ととも
にめざし、成長を続ける図書館でありたいと思って
います。

こ
れ
か
ら
は
図
書
館
が
提
供
す
る
も
の

は
本
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
れ
ば
世
界
中
か
ら
情

報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

各
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
専
門
的
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
資
料
に
関
し
て
も
県
内
外
の
公

共
図
書
館
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、
資

料
の
相
互
貸
借
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
日

本
中
の
ど
の
図
書
館
の
資
料
で
も
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
図
書
館
で
も
独
自
の
検
索

ツ
ー
ル
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
の

『
児
童
書
と
さ
し
絵
』

▼
平
成
14
年
４
月

・
文
部
科
学
省
表
彰

『
子
ど
も
の
読
書
優
良
図
書
館
』

▼
平
成
14
年
８
月

・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
氏
（
日
本
文

学
研
究
家
）
講
演
会

『
日
本
文
壇
と
の
50
年
』

▼
平
成
14
年
10
月

・
山
形
道
文
氏
（
弁
護
士
）
講
演
会

『
わ
れ
判
事
の
職
に
あ
り
て
』

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
片
岡
繁
男
の
世
界
』

▼
平
成
14
年
11
月

・
松
居
直
氏
（
絵
本
研
究
家
）
講
演
会

『
子
ど
も
は
言
葉
で
育
つ
！
』

▼
平
成
15
年
１
月

・
栗
林
慧
氏
（
昆
虫
写
真
家
）
講
演
会

『
自
然
の
小
さ
な
命
を
見
つ
め
て
』

▼
平
成
15
年
２
月

・
貸
出
し
４
０
０
万
点
を
達
成

▼
平
成
15
年
12
月

・
片
岡
繁
男
詩
碑
除
幕
式

・
田
中
彰
氏
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

情
報
だ
け
で
な
く
、
『
本
を
探
す
方
法
』

の
情
報
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
自
分
で

資
料
や
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
、
さ
ら
に
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
で
、
知
り
た
い
情
報
や
求
め
て
い

る
資
料
を
よ
り
確
実
に
手
に
入
れ
ら
れ
る

施
設
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
姿

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
常
に
情
報
を
集
め
、
自
己

研
さ
ん
に
励
み
、
職
員
は
『
情
報
検
索
の

達
人
』
と
し
て
、
市
民
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
民
図
書
館
は
、
知
り
た
い
情
報
を

確
実
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
へ

わ
た
し
た
ち
も
図
書
館
を

も
っ
と
利
用
し
て
い
き
ま
す

伊
万
里
中
学
校
２
年
生
職
場
体
験

６月９日からの３日間、図書館で職場体
験をしました。図書館では書庫の整理や
サービスデスクの仕事などとっても大変
でしたが、心に残る体験でした。これか
らも図書館を利用していきますのでよろ
しくお願いします。お仕事がんばって！

成
長
を
続
け
る

図
書
館
で
あ
り
た
い

市民図書館
犬塚　まゆみ館長

平
成
12
年
度
（
３
代
目
館
長
）
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特集　市民図書館10周年記念

講
演
会

『
実
記
を
さ
げ
て
米
欧
を
歩
く
』

▼
平
成
16
年
４
月

・
澤
井
豊
泉
氏
（
友
染
作
家
）
里
帰
り

個
展
と
壬
生
狂
言
古
衣
裳
展

▼
平
成
16
年
６
月

・
『
お
は
な
し
０
１
２
』
開
始

▼
平
成
16
年
７
月

・
『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』
開
始

▼
平
成
16
年
11
月

・
子
ど
も
の
読
書
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
師
　
広
瀬
恒
子
氏
（
親
子
読
書
・

地
域
文
庫
全
国
連
絡
会
代
表
）

『
本
の
よ
ろ
こ
び
を
子
ど
も
た
ち
へ
』

▼
平
成
16
年
12
月

・
横
尾
龍
彦
氏
（
画
家
）
講
話

▼
平
成
17
年
１
月

・
佐
賀
県
立
図
書
館
　
郷
土
資
料
講
座

『
伊
万
里
の
江
戸
文
芸
』

田
中
道
雄
氏
（
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）

▼
平
成
17
年
２
月

・
貸
出
し
５
０
０
万
点
を
達
成

▼
平
成
17
年
３
月

・
『
伊
万
里
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
』
策
定

◆８月20日（土）
村中李衣さん（児童文学作家）
『しあわせに本を読み合う』

◆９月17日（土）
植松貞夫さん（筑波大学付属図書館長）
『図書館のまち伊万里を永遠に』

◆10月（期日未定）
石川慶蔵さん・川副幸子さん
『図書館の本を利用して』

◆11月３日（木：祝日）
寺田芳朗さん（伊万里市民図書館設計者）
『伊万里図書館の大道具係りが語る・とし
ょかんは進歩して来た？』

◆12月３日（土）
暉
てる

峻
おか

淑
いつ

子
こ

さん（経済学者）
『豊さの条件』

犬塚館長から記念証を受取る
吉田亮輔さん（柳井町）

鳥取県知事　片山善博さん
1951(昭和26年)岡山県生まれ

国税庁能代税務署長、鳥取県

総務部長、自治省府県税課長

などを経て、鳥取県知事

図書館フレンズいまり10周年記念

『知の地域づくりと
図書館の役割』

特
別
講
演

◆８月６日（土） 13:00～15:00(12:30開場）
◆場　所 市民センター　文化ホール
◆入場整理券 500円（資料代として）
◆整理券発行日 ７月９日（土）～
◆整理券取扱所 市民図書館、市民センター
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◆
対
象
と
な
る
届
け
出

転
入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
・

世
帯
変
更
届

◆
対
象
者

市
役
所
ま
た
は
出
張
所
で
届
け

出
を
す
る
人

◆
身
分
証
明
書
の
提
示

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官

公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
も
の

②
健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
、
預

金
通
帳
な
ど
顔
写
真
が
貼
付
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
、
二
点
以

上
提
示
し
て
く
だ
さ
い

◆
身
分
証
明
書
を
持
た
な
い
場
合

※
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
も
届
け
出
は
で
き
ま
す

が
、
異
動
さ
れ
た
ご
本
人
に
、

届
け
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
日

郵
便
で
通
知
し
ま
す
。

も
し
、
届
け
出
の
覚
え
が
な

い
の
に
通
知
が
送
ら
れ
て
き
た

場
合
に
は
、
至
急
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す

こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
虚
偽
の
住
民
異
動
届
出
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
件
に
よ
り
、
本
人
が
知
ら
な
い
間
に
住
民
票
が
書
き
換
え

ら
れ
、
被
害
者
に
精
神
的
苦
痛
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
防
止
す
る
策
と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
が
改
正

さ
れ
、
住
民
異
動
届
け
出
時
に
本
人
確
認
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
改
正
を
受
け
、
こ
う
し
た
事
件
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
住
民
異
動
届

け
出
時
に
、
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

８月１日
から

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健

対
象
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
該
当
す
る
場
合
は
『
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
』

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
認
定
を
受
け
る
と
、
入

院
さ
れ
た
場
合
の
食
事
代
や
一

部
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
一
部
負
担
金
の
減
額
は
老
人
医

療
受
給
者
お
よ
び
国
保
の
高
齢

受
給
者
の
み
）

◆
申
請
が
必
要
で
す

こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

必
要
な
人
は
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

※
現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
有
効
期
限
が
平
成
17

年
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
新
た
に
申
請
が
必

要
で
す

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
は

▽
国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯
主
お

よ
び
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
員

が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合

▽
老
人
保
健
は
、
世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合

平
成
14
年
10
月
以
降
に
70
歳

に
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
に
は
高
齢
受
給
者
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
が
、
有
効
期
限

が
平
成
17
年
７
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
対
象
の
人
に
は
、

新
た
な
高
齢
受
給
者
証
を
ご
自

宅
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日

以
降
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

す
る
場
合
は
、
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
旧
証
は
各
自
で
処
分

し
て
い
た
だ
く
か
、
処
分
に
お

困
り
の
場
合
は
市
役
所
ま
た
は

出
張
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
お
よ
び
高
額
医

療
費
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
老
人
保

健
の
人
は
、
申
請
は
一
度
で

済
み
ま
す
）

●

申
請
・
問
合
先

長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
６
）

入
院
時
の
食
事
代
や
一
部

負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す

国

民

健

康

保

険

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

★
問
合
先
　
市
民
課
（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
８
９
）

転入

転出

転居

世帯
変更
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●平成16年実績　155行政区と24の市民団体

資源ごみ回収のメリット

・地域のコミュニケーションが深まる

・リサイクル意識の向上につながる

・家庭のごみが減る

・町がきれいになる

そして、市から交付される補助金は、団体

の活動に役立てることができます。

リサイクルサンデー回収量

～広げようリサイクルの輪～
市では、家庭から出される資源ごみ（紙類・びん類・

金属類）の回収に取り組む行政区や市民団体に対して回

収奨励補助金を交付しています。リサイクルサンデー未

実施の行政区や老人会・婦人会・子ども会などの営利を

目的としない市民団体で、回収活動に取り組みたい場合

は、事前に団体登録が必要ですので生活環境課まで申し

込んでください。

◆申込・問合先　生活環境課（1@3２１１１内線283）

県下一斉『ふるさと美化活動』
新田川・有田川河畔にコスモス植栽
６月５日『県下一斉ふるさと美化活動』の一環と

して、新田川・有田川の河川敷や道路などの清掃が

行われました。当日は20団体、およそ500人が参加

し、草刈りやごみ拾い、コスモスの植栽に汗を流し

ました。

二里町婦人

会、川東区

をはじめ関

係団体の皆

さんには、

早朝よりふ

るさと美化

活動へのご

参加たいへ

んお疲れさ

までした。
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この公園は、海と山など自然に恵まれた地域の特性を活かし、世代を
超えた多くの人のふれあいができる『健康づくりと楽しさのある交流拠
点』として、自然環境のもつ魅力を体感できる公園をめざし順次整備を
進め、平成18年４月、一部開園（5.4ヘクタール）を予定しています。
つきましては、この新しい公園にふさわしい、親しみのある愛称を募

集しますので、ふるってご応募ください。

◆今後の整備計画予定
①昆虫・野鳥の森

自然学習ができる施設

②芸術の森

文化・芸術性を高める施設

③キャンプ・海辺の広場

海辺を生かした学習・レクレーシ

ョン施設

④海辺の散策路・釣りも楽しめる海

辺のデッキ

変化に富んだ海岸線を周遊する施設

⑤巨大垣根迷路・ローラースライダー

自然的な公園として魅力が増す施設

⑥市民記念樹の森

市民の記念植樹ができる施設

都市計画公園
『伊万里ファミリーパーク』（仮称）愛称募集！

【 募 集 要 項 】

◆応募資格 どなたでも応募できます

◆応募方法 官製ハガキ、所定の応募用紙（提出先に用意）また

は電子メールで、『公園の愛称』『命名理由』『住所』

『氏名』『電話番号』を記入し、ご応募ください

※１人何点でも応募できます

◆名称の権利 採用された名称についての一切の権利は伊万

里市に帰属します

◆応募期限 平成17年８月31日（水）

採用された愛称の中から抽選で記念品を贈呈します

◆提出先 都市開発課（市役所２階）または各町公民館

◆問合先 清848-8501 伊万里市立花町１３５５番地１

都市開発課（1@3２１１１内線３４２）

E-mail toshikaihatsu@city.imari.lg.jp

全体区域面積：27.6ヘクタール

一部開園予定区域

◆今回開園する施設の内容
①多目的芝生広場
②四季折々の花々が楽しめる花の谷
③谷の地形を利用した複合遊具広場
④環境に配慮した緑あふれる
駐車場・園内道路・管理事務所・
便所など
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◆
担
当
し
て
も
ら
う
内
容

『
広
報
伊
万
里
』
の
特
集
な
ど

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
の
市
民
な
ら
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す

◆
応
募
期
限

７
月
19
日
（
火
）

◆
応
募
方
法

あ
な
た
が
取
り
組
ん
で
み
た
い

リ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
と
そ
の

理
由
を
簡
単
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
情
報
広
報

課
広
報
係
ま
で
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

の
う
え
決
定
し
ま
す

◆
応
募
・
問
合
先

0
８
４
８
‐
８
５
０
１

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
番

地
１
　

情
報
広
報
課
広
報
係

1
@3
２
１
１
１
内
線
２
０
７

5
@3
８
９
６
０

E
-m
ail

ko
u
h
o
u
@
city.im

ari.lg.jp

『
広
報
伊
万
里
』
の
紙
面
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を

大
募
集
！
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わたしたち伊万里市
女性消防団員は、傷
病者の応急処置や、
応急手当の大切さを

学ぶために、昨年９月に『応急手当指導員』
の資格を９人の団員が取得しました。現在は、
婦人防火クラブなどから応急手当講習会の要
請があれば、消防署の指導員と出向き、心肺
蘇生法などの普及に努めています。
『もし、あなたの近くに助けを求めている
人がいたら…』
『愛する家族の呼吸や心臓が止まったら…』
あなたならどうしますか？
その時居合わせた、あなたの適切で素早い

応急手当が尊い人命を助けます。
あなたから救急隊員へ、そして医療機関へ

とつなぐ救命へのリレー。
一人でも多くの市民が、この救命リレーの

第一走者になれるよう、いろんな機会をとらえ
救命の環を広げていきたいと思っています。

伊万里

伊万里

牧 島

南波多

松 浦

東山代

東山代

山 代

◆
そ
の
他
の
女
性
団
員
（
15
人
）

【
班
長
】

大
　
川
　
落
合
　
弘
子
（
駒
鳴
）

山
　
代
　
古
賀
ハ
ル
エ
（
城
）

【
団
員
】

牧
　
島
　
相
良
　
智
子
（
本
瀬
戸
）

●
大
　
坪
　
池
田
知
恵
子
（
上
古
賀
）

大
　
坪
　
坂
口
美
由
紀
（
富
士
町
）

大
川
内
　
橋
口
百
合
子
（
岩
谷
）

●
大
川
内
　
中
野
　
美
香
（
大
川
内
山
）

黒
　
川
　
福
川
め
ぐ
み
（
椿
原
）

●
黒
　
川
　
梶
原
　
照
子
（
畑
川
内
）

●
波
多
津
　
金
子
理
津
子
（
内
野
）

●
波
多
津
　
篠
崎
　
里
美
（
辻
）

南
波
多
　
井
手
久
留
美
（
小
麦
原
）

●
大
　
川
　
野
中
　
文
子
（
駒
鳴
）

●
松
　
浦
　
中
島
佐
由
紀
（
中
通
）

二
　
里
　
久
保
田
優
子
（
川
東
）

１　結　　成　　平成３年７月８日
２　人　　員　　定員24人（現在員24人）
３　組　　織　　消防団本部所属
４　活　　動　

－１６年度活動実績－
①消防出初式、夏季点検など消防団行事全般に
参加

②応急手当指導員講習会に９人が受講し、受講
者全員が資格を取得した(写真紹介）

③『いまりトンテントン祭り』総踊りに活動服
で参加し、防火のＰＲに努めた

④『伊万里市防災フェア２００４』で防火寸劇
を披露

⑤秋と春の火災予防週間に、一人暮らしの高齢
者宅を防火安全訪問し、女性団員手作りの、
『防火メッセージ付折り鶴』と『１１９番通
報要領カード』を配布

⑥消防団広報誌『火無消(ひなげし)』を作成し、
各地区の区長を通して、市内全世帯に回覧

二 里 女性消防団員としては県内で初めて
『応急手当指導員』の資格を取得しました

女性消防団概要

◆
応
急
手
当
指
導
員
有
資
格
者
（
９
人
）

※●印は今年度以降資格取得予定者
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福
岡
市
東
区
の
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
で
９
月
９
日
か
ら

始
ま
る
第
22
回
全
国
都
市
緑

化
ふ
く
お
か
フ
ェ
ア
（
ア
イ

ラ
ン
ド
花
ど
ん
た
く
）
を
Ｐ

Ｒ
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
が

伊
万
里
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
福
岡
市
の
山
野

宏
副
市
長
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
マ
ス

コ
ッ
ト
の
『
グ
リ
ッ
ピ
』
な

ど
８
人
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊

は
、
塚
部
市
長
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
渡
し
、
来
場
と
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。

山
代
町
の
伊
万
里
団
地

に
建
設
さ
れ
て
い
た
大
型

製
材
工
場
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
５
月
27
日
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
西
九
州
木
材
事
業

協
同
組
合
が
『
林
業
木
材

構
造
改
革
事
業
』
と
し
て

林
野
庁
の
補
助
を
受
け
て

建
設
し
た
も
の
で
す
。

同
組
合
は
、
地
元
の
木

材
卸
売
、
製
材
、
造
林
な

ど
７
業
者
で
昨
年
３
月
に

８
０
０
ト
ン
の
重
量
を
吊
り
上
げ
る
ゴ
ラ
イ
ア
ス

（
巨
人
）
ク
レ
ー
ン

国
内
最
大
級
の
ク
レ
ー
ン
架
設

木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
誕
生 名

村
造
船
所

伊
万
里
事
業
所

で
５
月
19
日
、

国
内
の
造
船
所

で
は
最
大
級
の

ゴ
ラ
イ
ア
ス
ク

レ
ー
ン(

高
さ
80

㍍
、
幅
１
４
０

㍍
）
の
架
設
が

公
開
さ
れ
ま
し

た
。同

事
業
所
は
、

近
年
の
新
造
船

需
要
拡
大
と
船
舶
の
大
型
化
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
15
年
度
よ
り
、

大
型
設
備
投
資
計
画
（
約
70
億
円
）

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
ク
レ
ー
ン
架
設
は
、
そ

の
中
で
も
大
き
な
柱
で
あ
り
、
工

場
拡
張
や
新
設
な
ど
、
一
連
の
設

備
増
強
は
、
本
年
末
に
ほ
ぼ
完
了

す
る
予
定
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
型

貨
物
船
（
18
万
ト
ン
級
）
の
年
間

建
造
量
は
８
隻
か
ら
12
隻
と
大
幅

に
増
え
、
年
間
売
上
高
は
、
２
０

０
億
円
増
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

西
九
州
木
材
事
業
協
同
組
合
竣
工

名
村
造
船
所
伊
万
里
事
業
所

設
立
。
こ
の
工
場
の
完
成
に
よ
り
、

厳
し
い
情
勢
に
あ
る
国
内
林
業
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
木
材
の
安

定
供
給
と
物
流
コ
ス
ト
の
大
幅
削

減
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

事
業
費
は
、
11
億
１
５
０
０
万

円
、
敷
地
面
積
は
、
２
万
９
０
０

０

。
隣
接
す
る
伊
万
里
木
材

市
場
、
中
国
木
材
と
合
わ
せ
る
と

24
万
３
５
０
０

の
原
木
集
積

か
ら
製
材
、
出
荷
ま
で
が
で
き
る

木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
伊
万
里
団

地
に
誕
生
し
ま
し
た
。

平
方

メ
ー
ト
ル

平
方

メ
ー
ト
ル

ア
イ
ラ
ン
ド
花
ど
ん

た
く
Ｐ
Ｒ
隊
訪
問

九
州
電
力
伊
万
里
営
業
所

は
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
プ

ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー

ト
』
を
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

ト
ー
ク
で
は
、
門
出
政
則
佐

賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
長
が
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
の
仕
組
み
に
つ
い

て
説
明
。
会
場
か
ら
は
、
計

画
の
安
全
性
や
施
設
の
透
明

性
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

九
電
担
当
者
か
ら
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ー
ク
で

プ
ル
サ
ー
マ
ル
説
明
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住みたいまち

行きたいまち

伊万里

伊万里市は、市民にとって
『住みたいまち』、訪れる人に
とって『行きたいまち』とな
る魅力ある伊万里市を市民の
皆さんとともに創りあげたい
と考えています。
このコーナーでは、伊万里

市の魅力や新しい魅力となる
事業などを紹介します。

伊
万
里
川
河
畔
屋
台
村
を
、
７

月
15
日
（
金
）
か
ら
８
月
６
日

（
土
）
ま
で
の
毎
週
金
曜
・
土
曜

日
に
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
伊
万
里
川
河
畔
、
格
岩

寺
横
（
伊
万
里
神
社
向
い
側
）
の

河
川
敷
で
、
仮
設
テ
ン
ト
を
設
置

し
て
、
市
内
ま
ち
づ
く
り
団
体
な

ど
が
出
店
し
ま
す
。

焼
き
鳥
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い

っ
た
飲
食
物
だ
け
で
は
な
く
、
雑

貨
販
売
の
バ
ザ
ー
も
出
店
し
ま
す

の
で
、
ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夏
の
ひ
と
と
き
を
伊
万
里
川
で

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
民
納
涼
！

伊
万
里
川
河
畔
屋
台
村

伊
万
里
川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、

伊
万
里
川
河
畔
屋
台
村
を
開
催
し
ま
す
。

伊
万
里
川
河
畔
屋
台
村

■
開
催
日

７
月
15
日
（
金
）

か
ら
８
月
６
日
（
土
）
ま
で

の
毎
週
金
曜
・
土
曜
日

※
雨
天
中
止

■
会
　
場

伊
万
里
川
河
畔

（
格
岩
寺
横
）

■
時
　
間

午
後
６
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で

■
出
店
内
容

焼
き
鳥
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
カ
レ
ー
、
か
き

氷
、
雑
貨
類
な
ど

■
主
　
催

伊
万
里
川
河
畔
屋

台
村
実
行
委
員
会

■
問
合
先

商
工
観
光
課

牲
@3
２
１
１
１
内
線
３
５
２



15 2005.7

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
節せ

っ

足そ
く

動ど
う

物ぶ
つ

剣け
ん

尾び

目も
く

に
属
し
ま
す
。
カ
ニ
の
よ

う
な
甲こ

う

殻か
く

類る
い

よ
り
も
ク
モ
や
サ

ソ
リ
に
近
い
動
物
で
す
。
２
億

年
前
か
ら
形
を
ほ
と
ん
ど
変
え

て
い
な
い
の
で
「
生
き
て
い
る

化
石
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

瀬
戸
内
海
と
北
部
九
州
の
沿

岸
の
数
か
所
が
全
国
で
も
数
少

な
い
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
伊
万
里
湾
は
日
本
最

大
級
の
生
息
・
繁
殖
地
で
す
。

伊
万
里
湾
で
も
特
に
繁
殖
に

重
要
と
考
え
ら
れ
る
木
須
町
の

多
々
良
海
岸
周
辺
の
約
30
万

㎡
を
伊
万
里
市
の
天
然
記
念
物

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

毎
年
６
月
か
ら
８
月
の
大
潮

の
日
の
満
潮
時
に
、
つ
が
い
で

や
っ
て
来
て
産
卵
し
ま
す
。

多
々
良
海
岸
で
の
産
卵
つ
が

い
数
は
、
こ
こ
数
年
、
１
５
０

つ
が
い
前
後
と
横
ば
い
で
す
。

昨
年
、
湾
内
で
多
々
良
海
岸
以

外
の
産
卵
状
況
の
調
査
を
行

い
、
東
山
代
町
長
浜
の
運
動
広

場
前
の
海
岸
で
24
つ
が
い
の

産
卵
を
確
認
し
ま
し
た
。今
年
、

そ
こ
に
産
卵
し
や
す
い
よ
う
に

30
杉
の
砂
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
産
卵
を
観
る

会
は
７
月
24
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
多
々
良
海
岸
で
行
い
ま
す
。

午
後
に
は
、
伊
万
里
高
校
、

牧
島
小
学
校
、
宇
宙
科
学
館
、

鹿
島
高
校
な
ど
で
飼
育
し
た
幼

生
の
放
流
も
行
う
予
定
で
す
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
④

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
ま
す
か
？

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、「
男
ら
し

さ
」「
女
ら
し
さ
」
と
い
っ
た
歴

史
的
・
文
化
的
・
社
会
的
に
作
ら

れ
た
男
女
の
差
異
を
意
味
す
る
言

葉
で
す
。

家
庭
や
社
会
で
「
男
は
男
ら
し

く
、
女
は
女
ら
し
く
」
と
育
て
ら

れ
要
求
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
」

と
い
っ
た
固
定
的
な
役
割
分
担
の

考
え
方
な
ど
が
、
多
く
の
人
々
の

心
に
「
思
い
込
み
」
と
し
て
し
っ

か
り
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
子
ど
も
の
頃
「
女
の
子
は
、
も

っ
と
女
の
子
ら
し
い
遊
び
を
し
な

さ
い
」
ま
た
「
男
が
泣
い
た
ら
お

か
し
い
、
女
み
た
い
だ
と
言
わ
れ

る
ぞ
。
男
ら
し
く
強
く
な
れ
」
そ

ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

★
「
男
は
大
切
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
ら
、
家
事
は
女
」、「
男
は
仕

事
だ
け
、
女
は
仕
事
も
家
事
も
、

女
っ
て
損
ね
」
そ
ん
な
不
満
を
抱

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

★
赤
ん
坊
の
お
し
め
を
換
え
た

り
、
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
し
て

い
る
若
い
パ
パ
（
我
が
息
子
）
の

姿
を
見
て
、「
か
わ
い
そ
う
な
息

子
」
と
、
心
穏
や
か
で
な
い
お
母

さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
？

★
わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
が
ま
だ
ま

だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。「
男
は
・
・
女
は
・
・
」
の

よ
う
に
固
定
的
に
考
え
る
の
で
は

な
く
、
男
性
も
女
性
も
誰
も
が
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
責
任
も
分

か
ち
合
い
、
自
ら
の
能
力
を
生
か

し
て
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
万
里
市
美
術
展
が
前
期
（
５

月
25
日
〜
29
日
）
と
後
期
６
月
１

日
か
ら
５
日
）
に
分
け
て
市
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
た
市
美

展
に
は
、
『
伊
万
里
の
芸
術
家
』

１
３
４
人
か
ら
総
数
１
８
１
点
の

出
品
が
あ
り
、
前
期
の
絵
画
・
デ

ザ
イ
ン
・
工
芸
に
作
品
73
点
、
後

期
の
書
・
写
真
に
は
作
品
１
０
８

点
の
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
気
に
入
っ
た
作
品
の

前
に
立
ち
止
ま
り
、
熱
心
に
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

伊
万
里
市
美
術
展

市
民
芸
術
家
の

力
作
が
大
集
合

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
っ
て

知
っ
て
ま
す
か
？
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迫力の書に子どもたちはくぎづけ
書家の中島光晴さんが子どもたちに感動体験をして

もらおうと、波多津小学校で大きな布（横３m、縦1.7
ｍ）に校訓の『精いっぱい』を書き上げました。全校
児童は、大きな筆を使って一気に書き上げる中島さん
の迫力ある姿にかたずを飲んで見入っていました。

カブトガニの産卵期を前に、カブトガニを守る会や
伊万里高校生ら30人が、東山代町長浜の海岸に産卵地
を整備しました。これは、昨年県が行った調査では、
湾内で182つがいが見つかり、長浜の海岸でも24つが
いが確認されたことから、新しい産卵地を確保するた
め、人工砂浜の整備が実施されました。
またこの日は、多々良海岸では伊万里ライオンズク

ラブや伊万里高校生による清掃作業が行われました。

子どもたちを事件事故から守れ

カブトガニの新しい産卵地を整備

松浦小学校で不審者侵入の対応と避難訓練がありま
した。訓練は伊万里署員がふんした不審者が刃物を持
って校舎に侵入。教諭らがさすまたを持って応戦して
いるうちに児童を避難させ、警察へ通報しました。訓
練後、さすまたの有効的な使い方の説明がありました。

６.９

６.９

６.２

海の底から古伊万里が里帰り
海のシルクロード館の３周年記念イベントとして、

福岡県の三里松原海岸に漂着した陶片などを20年間収
集している添田征止さんの講演と収集されたコレクシ
ョンの展示が行われました。また、街中史跡ウォチン
グも行われ、積み出し港伊万里の歴史を学びました。

５.29
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『ヒラメ』大きくなって帰ってきてね

わたしは器となって描きます！
国際的に活躍している横尾龍彦さん（画家・彫刻家）

のパフォーマンスが図書館の南庭園でありました。横
尾さんは、めい想を行い「皆さんの気を受ける器とな
って無意識に描いていきます」とキャンパスに大筆や
棒などいろいろな手法で『内なる心』を描きました。

波多津東幼稚園の園児17人が、ヒラメの稚魚１万匹
を海に放流しました。これは、玄海地区の水資源保護
のために毎年行われており、参加した園児たちは、体
長８cmほどの稚魚をさわったり、「早く大きくなって
帰って来てね」と声をかけながら海に放しました。

大川内小学校で市主催の農業体験『田んぼの学校』
の一環として、田や土への愛着を深めることなどを目
的とした『ドロリンピック』が行われました。参加し
た児童たちは、田んぼでソリリレーや二人三脚、ドッ
ジボールをして、泥だらけになりながら楽しみました。

『田んぼの学校』でドロリンピック

５.24

６.13

５.28

伊
西
地
区
介
護
支
援

専
門
員
連
絡
協
議
会

介
護
保
険
制
度
の

改
革
に
つ
い
て
学
習

伊
西
地
区
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会

の
第
１
回
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
会

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
グ
ラ
ン
パ
ラ

ン
い
ま
り
で
行
わ
れ
、
長
生
園
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
山
下
薫
さ
ん
を
講
師
に

平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
介
護
保
険

制
度
の
改
革
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
ラ
ン
パ
ラ
ン
い
ま
り
理
事
ホ
ー
ム
長

の
赤
司
耕
子
さ
ん
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
ー
や

施
設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。
施
設
の
見
学

も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
講

師
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

５.26

伊西地区から約70
人の介護支援専門員
が参加。

施設を見学する参
加者

缶や紙などのリサイクルを紙芝居に
市民グループ『環境絵本の会』が、リサイクルをテ

ーマにした紙芝居『カンちゃん、かみちゃん、ペット
くん』を作成し、塚部市長に贈呈しました。主人公の
缶と紙とペットボトルがリサイクルされて、新しく生
まれ変わる子どもたちにもわかりやすい紙芝居です。

５.26

税

税



今
年
は
、
特
別
養
護
老
人
施
設

や
介
護
支
援
施
設
な
ど
か
ら
16
の

団
体
が
参
加
。
ま
た
、
市
内
の

中
・
高
校
生
や
伊
万
里
看
護
学
校

生
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
１
５
０
人

が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
の
手
伝

い
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
踊
り
や
歌
な

ど
を
、
お
そ
ろ
い
の
手
作
り
衣
装

を
身
に
付
け
、
楽
し
く
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に

は
、
手
芸
や
陶
芸
、
書
道
な
ど
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
つ
め
か
け
た

来
場
者
は
足
を
と
め
、
作
品
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

小
さ
な
ふ
れ
あ
い
大
き
な
『
わ
』

最
後
は
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
会
場
の
み
ん
な

で
『
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
』
を

歌
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

182005.7

『
第
５
回
ほ
ほ
え
み
広
げ
て
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
』
が
６
月
４
日
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

波
多
津
小
学
校
で
、
５
月
21
日
、

一
輪
車
の
運
動
会
『
一
輪
ピ
ッ
ク
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

19
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
市

内
８
小
学
校
と
鳥
栖
一
輪
車
ク
ラ

ブ
か
ら
計
80
人
が
参
加
。
同
校
の

恒
例
行
事
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
い
ま
や
市
内
の
一
輪
車
大
会

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

競
技
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
50

㍍
走
や
２
０
０
㍍
走
、
グ
ル
ー
プ

対
抗
の
缶
拾
走
、
技
術
を
競
う
技

能
乗
り
な
ど
全
12
種
目
。
子
ど
も

た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
よ
う
と
真
剣
に
一
輪
車

を
操
り
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
倒
れ
て
も
、
平
気
な
顔
で
立

ち
上
が
り
、
元
気
に
ゴ
ー
ル
を
め

ざ
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
力
強

さ
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
選
手
の
熱
気
と

歓
声
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

力
強
く
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
せ



ぼ
く
は
、
最
近
一
人
で
自
転
車

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

お
気
に
入
り
の
自
転
車
で
、
近
く

の
公
園
で
遊
ぶ
の
が
楽
し
み
の
ひ

と
つ
。
で
も
ね
、
も
う
す
ぐ
３
歳

に
な
る
か
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
ひ
ら
が
な
マ
シ
ー
ン
で
お
勉
強

も
や
っ
て
る
ん
だ
よ
。

前
まえ

田
だ

愛
あい

さん(19歳) 池
いけ

田
だ

興
こう

朔
さく

くん

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や

ダ
ン
ス
で
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
今
年
の
夏
も

自
然
と
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

★
お
仕
事
は

今
年
の
４
月
か
ら
㈱
名
村
造
船

所
に
勤
め
て
い
ま
す
。
船
が
完

成
し
、
引
き
渡
し
の
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
い
ろ
ん
な
国
の
人
が

来
ら
れ
、
英
語
で
司
会
を
努
め

な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
英
会
話
を
勉
強
し
よ
う
と

思
っ
て
ま
す
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

車
の
免
許
が
ま
だ
若
葉
マ
ー
ク

な
の
で
、
近
場
に
買
い
物
に
出

か
け
る
か
、
家
で
の
ん
び
り
と

音
楽
鑑
賞
を
や
っ
て
ま
す
ね
。

★
将
来
の
夢
は

ま
ず
は
、
先
輩
方
の
よ
う
に
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
ね
。

★雄一郎・真奈美さんの次男

★ニ里町東八谷搦

★東山代町里

★ふたご座・Ｏ型

( )２歳
11か月

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は
、

『
睡
眠
時
』
に
『
無
呼
吸
』
状
態

に
な
る
病
気
で
す
。
『
無
呼
吸
』

と
は
10
秒
以
上
の
呼
吸
停
止
と
定

義
さ
れ
、
こ
の
無
呼
吸
が
１
時
間

に
５
回
以
上
ま
た
は
７
時
間
の
睡

眠
時
間
中
に
30
回
以
上
あ
る
時
に

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

「
息
が
出
来
な
い(

無
呼
吸)

で

死
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
、

こ
の
無
呼
吸
自
体
で
、
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
無
呼
吸
が
続
く
こ
と
で
体
に

負
担
が
か
か
り
生
活
習
慣
病
（
高

血
圧
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
）

に
な
る
こ
と
や
、
記
憶
に
新
し
い

新
幹
線
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
事
件
に

代
表
さ
れ
る
、
昼
間
の
眠
気
に
よ

る
事
故
（
交
通
事
故
・
労
災
事
故
）

に
関
係
す
る
た
め
、
本
人
だ
け
で

は
な
く
社
会
的
に
も
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
原
　
因

睡
眠
時
無
呼
吸
と
は
、
上
気
道

（
空
気
の
通
り
道
）
が
閉
塞
す
る

こ
と
に
よ
り
お
こ
り
ま
す
。
閉
塞

の
原
因
は
、
首
周
り
の
脂
肪
の
沈

着
・
扁
桃
肥
大
・
ア
デ
ノ
イ
ド
・

舌
が
大
き
い
・
鼻
が
曲
が
っ
て
い

る
な
ど
で
す

▼
症
　
状

い
び
き
・
日
中
の
眠
気(

運
転
中

や
会
議
中
な
ど
集
中
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
に
眠
く
な
る)

・
起
床

時
に
頭
が
重
い
・
熟
睡
感
が
な

い
・
夜
何
回
も
ト
イ
レ
に
起
き
る

▼
検
　
査

▽
簡
易
検
査

夜
間
睡
眠
中
の
呼
吸
状
態
を
測
る

▽
終
夜
ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

睡
眠
状
態
（
眠
り
の
深
さ
や
質
）

と
呼
吸
状
態
を
同
時
に
測
る

▼
治
　
療

☆
生
活
習
慣
改
善
☆

▽
減
　
量

▽
飲
酒
の
制
限

▽
精
神
安
定
剤
の
服
用
の
制
限

▽
禁
煙
の
す
す
め

▼
内
科
的
治
療

▽
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法

専
用
の
マ
ス

ク
を
介
し
て
気
道
内
に
陽
圧
を

か
け
、
気
道
の
閉
塞
を
防
ぐ
こ

と
に
よ
り
無
呼
吸
を
取
り
除
く

療
法
で
す

▼
外
科
的
治
療

ア
デ
ノ
イ
ド
・
扁
桃
肥
大
が
原

因
の
場
合
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
医
に

よ
る
手
術
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す

▼
歯
科
装
具
に
よ
る
治
療

歯
科
装
具
は
、
睡
眠
中
に
装
着

し
、
舌
や
あ
ご
を
前
方
に
固
定
す

る
こ
と
で
舌
の
後
方
の
気
道
ス
ペ

ー
ス
を
広
げ
気
道
の
閉
塞
を
防
ぎ

ま
す
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今
月
は
、

『
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
』
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
読

ん
で
「
も
し
や
？
」

と
思
わ
れ
た
人
は
、

早
め
に
専
門
の
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
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10日（日）
●大坪地区子ども会球技大会
８時開会　大坪小学校

●立花地区子ども会球技大会
８時開会　立花小学校
●大川内町子ども会キックベースボー
ル・ミニバレーボール大会
８時半開会　大川内小学校

●山代町民バレーボール大会
８時半開会　山代東小学校

18日（月）
●牧島子ども会球技大会
13時開会　牧島小学校

24日（日）
●波多津町子ども会夏季球技大会
８時開会　波多津運動広場ほか

●二里町民ソフトボール・
ミニバレーボール大会

８時半開会　二里小学校
●東山代町子ども会スポーツ大会
８時20分開会　東山代小学校

●山代町子ども会
キックベースボール大会

８時半開会　山代中学校
27日（水）
●山代町子ども会

ミニバレーボール大会
18時半開会　山代中学校

31日（日）
●南波多町子ども会連合会キックベー
スボール・ミニバレーボール大会
８時半開会　南波多小学校

●伊万里町子ども会連合会キックベー
スボール・ミニバレーボール大会
８時半開会　伊万里小学校

８月７日（日）
●大坪地区親子いかだづくり大会
９時開会　伊万里川河畔

３日（日）
●市民レクリエーション

盆踊り講習会
９時半開会　国見台武道館

６日（水）～（毎週水・木・金曜日）
●市長旗争奪ママさん

バレーボール大会
19時開会　国見台体育館

10日（日）
●市民インディアカ大会
８時半開会　国見台体育館

７月の市民スポーツ

７月の町民スポーツ

第
８
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

『
一
打
入
魂
』

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

第
８
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
６
月
５
日
、
国
見
台
の

陸
上
競
技
場
と
球
技
場
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
か
ら
88
チ
ー
ム
、

５
８
９
人
が
参
加
。
く
も
り
空
の

肌
寒
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

３
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
団
体
戦
と

個
人
戦
の
競
技
が
行
わ
れ
、
終
始

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
Ａ
パ
ー
ト
》

▽
団
体
の
部

伊万里市近郊中学卓球大会

５月29日、国見台体育館で伊万里市近郊中学卓球大会が開かれました。

伊万里市近郊の中学校から男子・女子それぞれ11チームが参加。団体戦

と個人戦に分かれ熱戦が展開されました。

なお、上位の結果は次のとおりです。

男子東陵中・女子南波多中がみごと優勝！

①
作
井
手
ク
ラ
ブ
Ａ
②
川
東
友
好

会
Ａ
③
秘
窯
の
里
Ｇ
Ｇ
Ａ

▽
個
人
の
部

①
福
田
健
治
（
川
東
友
好
会
Ａ
）

②
佐
藤
良
造
（
立
花
台
Ｃ
）

③
本
山
喜
久
司
（
作
井
手
ク
ラ
ブ
Ａ
）

《
Ｂ
パ
ー
ト
》

▽
団
体
の
部

①
屋
敷
野
②
大
坪
ひ
ま
わ
り
ク
ラ

ブ
Ａ
③
川
東
友
好
会
Ｂ

▽
個
人
の
部

①
原
口
武
（
大
川
町
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
Ｂ
）

②
川
口
力
男
（
屋
敷
野
）

③
中
島
道
春
（
大
坪
赤
門
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

《
Ｃ
パ
ー
ト
》

▽
団
体
の
部

①
平
尾
②
や
ま
び
こ
会
Ａ
③
波
多

津
愛
好
会

▽
個
人
の
部

①
力
武
国
夫
（
円
蔵
寺
ク
ラ
ブ
Ａ
）

②
井
手
ス
ス
江
（
み
ど
り
が
丘
Ｇ

Ｃ
Ｂ
）

③
内
山
孝
（
平
尾
）

狙
う
ぞ
！



市少年相撲大会

市
少
年
相
撲
大
会
が
５
月
22

日
、
29
日
の
２
日
間
、
国
見
台
相

撲
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
相
撲
の
普
及
と

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
め

ざ
し
て
市
相
撲
連
盟
が
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
中
学
生
大
会
が

23
回
、
小
学
生
大
会
が
28
回
を
数

え
ま
す
。

22
日
に
行
わ
れ
た
小
学
生
大
会

で
は
、
ち
び
っ
子
力
士
た
ち
が
大

相
撲
さ
な
が
ら
の
熱
戦
を
展
開
。

中
に
は
１
分
を
超
え
る
取
り
組
み

も
あ
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
声

援
と
拍
手
で
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第29回全日本少年サッカー
佐賀県大会

◆期　日 ６月12日（日）鳥栖スタジアム

◆準決勝 大坪少年　２－０　唐津ソルニ－ニョ

◆決　勝 大坪少年　０－２　唐津ＦＣ

◆参加チーム 73チーム

大坪少年 準優勝
２年連続ベスト４入り！
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第
43
回
佐
賀
県
高
校
総
合
体
育
大
会

伊
万
里
農
林
高
校
陸
上
男
子
総
合
初
Ｖ

カ
ヌ
ー
男
女
も
連
続
優
勝
！

第
43
回
佐
賀
県
高
校
総
合
体
育

大
会
が
６
月
３
日
か
ら
行
わ
れ
、

陸
上
男
子
で
伊
万
里
農
林
高
校
が

初
の
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ヌ
ー
競
技
で
は
男
子
が

２
年
連
続
、
女
子
が
４
年
連
続
優

勝
し
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
し
た
陸
上
部
主
将

古
川
拓
郎
く
ん
と
や
り
な
げ
県
高

校
新
を
記
録
し
た
山
口
啓
太
く
ん
、

カ
ヌ
ー
部
松
岡
由
希
さ
ん
と
田
中

健
介
く
ん
が
、
優
勝
の
報
告
に
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。



医
療
費
の
助
成
に
は

更
新
が
必
要
で
す
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合
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
判
定

④
施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
、
そ

の
他
更
生
指
導
に
関
す
る
こ
と

●

対
象
者

身
体
に
機
能
的
障
害
を
有
し
、

右
記
の
内
容
の
い
ず
れ
か
に
つ

い
て
相
談
を
希
望
す
る
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
１
）

●

期
　
日

８
月
９
日
（
火
）

●

受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

※
医
学
的
判
定
は
午
後
１
時
〜

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

①
療
育
手
帳
に
関
す
る
相
談
（
再

判
定
な
ど
）

②
支
援
費
制
度
に
関
す
る
専
門
的

相
談

③
医
療
・
年
金
・
職
業
・
生
活
な
ど

に
関
す
る
相
談
な
ど

●

対
象
者
　
知
的
障
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
な
ど
で
、
右
記
の
内

容
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
相
談

を
希
望
す
る
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
１
）

●

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
直
腸
、

ぼ
う
こ
う
な
ど
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
に
限
り
ま
す

●

助
成
額

月
額
１
０
０
０
円

（
年
限
度
額
１
万
２
０
０
０
円
）

●

申
請
期
限

７
月
29
日
（
金
）

●

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

●

問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
１
）

●

期
　
日

７
月
21
日
（
木
）

●

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

※
医
学
的
判
定
は
午
後
２
時
〜

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す

る
診
断
（
診
療
科
目
は
、
整
形

外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

②
医
療
に
関
す
る
相
談

③
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
、
適

くらしのお
知
ら
せ

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

身
体
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談

知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談

ス
ト
マ
用
装
具
の

購
入
に
助
成
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
受
給

資
格
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●

受
付
開
始
日

７
月
13
日
（
水
）

※
７
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

●

持
参
す
る
も
の

受
給
資
格
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
・
２
級
）
、
療
育
手
帳

（
Ａ
）、
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
名
義

の
も
の
で
郵
便
局
を
除
く
）

※
平
成
17
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
17
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行

さ
れ
た
平
成
16
年
中
の
所
得
証

明
書
が
必
要
で
す

●

受
付
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
２
）

今
年
度
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
受
給
資
格
の
更
新

手
続
き
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
同

時
に
８
月
に
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
８
月
号
の
広
報
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

●

問
合
先

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
５
８
）

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
の
更
新

●

対
象
者

所
得
段
階
が
第
２
段
階
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
）
で
、
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

が
第
１
段
階
（
生
活
保
護
世
帯
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
か
つ
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
）
の
額
に
減

免
さ
れ
ま
す

●

要
　
件

▽
本
人
お
よ
び
世
帯
の
年
収
の
合

計
が
80
万
円
（
世
帯
員
１
人
に

つ
き
40
万
円
を
加
え
る
）
以
下

▽
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

と
生
計
を
と
も
に
し
て
お
ら

ず
、
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

▽
預
貯
金
お
よ
び
有
価
証
券
の
合

計
額
が
１
２
０
万
円
以
下

▽
資
産
（
不
動
産
な
ど
）
を
活
用

し
て
も
、
な
お
生
活
が
困
窮
し

て
い
る

※
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す

●

持
参
す
る
も
の

申
請
に
は
、
印
鑑
、
年
金
な
ど

収
入
を
証
す
る
書
類
、
通
帳
、

医
療
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

●

申
請
・
問
合
先

長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

介

護

保

険

料

が

減

免

さ

れ

ま

す



●

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
る

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者

（
満
３
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
）

の
う
ち
、
生
計
中
心
者
が
所
得

税
非
課
税
の
世
帯
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
常
時
失
禁

状
態
に
あ
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
た
人

▽
療
育
手
帳
（
Ａ
）
の
交
付
を
受

け
た
人

●

助
成
内
容

月
１
２
０
枚
分
の
購
入
費
ま
た

は
月
額
６
０
０
０
円
の
い
ず
れ

か
少
な
い
方
を
助
成
し
ま
す

●

受
付
期
間

７
月
11
日
〜
29
日

※
新
規
申
請
は
随
時
受
付

●

持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、
預
金

通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）、
印
鑑

●

受
付
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
２
）

●

期
　
日

８
月
19
日
（
金
）
〜
22
日
（
月
）

（
３
泊
４
日
）

●

体
験
内
容

▽
わ
ん
ぱ
く
ラ
リ
ー

▽
き
も
だ
め
し

▽
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

●

キ
ャ
ン
プ
地

自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

（
大
川
町
東
田
代
）

くらしの 

●

定
員
と
参
加
費

▽
小
学
５
年
生
〜
中
学
生

54
人
　
３
０
０
０
円

▽
高
校
生
（
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

10
人
　
無
　
料

●

申
込
期
限

７
月
20
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

●

申
込
先
　
各
町
公
民
館

●

問
合
先

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
１
）

ぼ
し
ゅ
う

●

受
験
資
格
　
昭
和
57
年
４
月
２

日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

●

受
付
期
間
　
７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
２
日
（
火
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

の
場
合
は
、
７
月
26
日
（
火
）

午
後
５
時
ま
で
に
申
込
手
続
き

を
完
了
し
た
人
に
限
る

●

１
次
試
験
日
　
９
月
25
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先
　

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課

0
８
１
２
‐
０
０
０
３
　
福
岡
市

博
多
区
下
臼
井
７
７
８
‐
１

（
1
０
９
２
‐
６
２
３
‐
２
４
０
０
）

自
然
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

野

生

へ

の

挑

戦

23 2005.7

し
け
ん

入
国
警
備
官
採
用

試
験
（
高
卒
程
度
）

重
度
心
身
障
害
者
へ
の

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成



242005.7

人のうごき
平成17年６月１日現在
●人口　59,232人　（＋ 2）

男　28,276人　（＋ 6）
女　30,956人　（－ 4）

●世帯　20,868世帯（＋ 15）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報　　　　　 2005-7
■発行日／平成17年７月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　　刷／山口印刷株式会社

山口県防府市 石橋
いしばし

虎作
とらさく

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『故郷は遠きに在りて想うもの』

皆
さ
ん
！
憶
え
て
い
ま
す
か
。

平
成
15
年
の
広
報
伊
万
里
12
月
号
『
お
便
り
コ

ー
ナ
ー
』
で
紹
介
し
た
千
葉
県
千
葉
市
の
中
島

諭
宇
樹
さ
ん
（
大
坪
町
出
身
）。
当
時
、『
人
造

人
間
ガ
ロ
ン
』
と
い
う
漫
画
が
、
週
刊
少
年
ジ

ャ
ン
プ
に
掲
載
さ
れ
、
連
載
作
家
に
向
け
て
創

作
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
島
さ
ん
の
『
切
法
師
』
と
い
う
漫
画

が
平
成
17
年
５
月
30
日
発
売
の
週
刊
少
年
ジ
ャ

ン
プ
26
号
か
ら
現
在
も
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
）

まるごと伊万里運営協議会事務局　牲090-5475-7356

旧伊万里駅


